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裁判員裁判の光と影
　裁判員裁判は、司法制度改革の一環として司法試験制度
改革などと共に提唱され、2009（平成21）年5月から開始され
ました。
　殺人罪、強盗罪、放火罪、危険運転致死罪などの一定の重
大な犯罪について、有罪無罪の認定と有罪の場合の量刑の
判断に、裁判官3人の他に、裁判員6人が関わります。
　裁判員は、選挙権のある人から一定の欠格事由・就職禁止
事由に当たる人を除いた中から抽選で選ばれます。毎年１１
月に名簿に登載された国民に選任手続の通知が出されま
す。これに対しては、一定の理由がある場合には辞退をする
ことができることになっており、辞退は比較的緩やかに認め
られています。
　裁判員対象の事件があると、約2ヶ月前に候補者名簿の中
からくじで選ばれた70人程度に呼出状が送られます。正当な
理由なく裁判所に行かないと10万円以下の過料に処せられ
ることがありますが、実際にそのような例はほとんどありませ
ん。当日来られる方は40人位です。この中から、弁護人、検察
官がそれぞれ、理由なく5人、理由を付けて5人を除外するこ
とができます。その結果残った人から、裁判員6人と補充裁判
員2人～6人が選ばれます。裁判員には旅費・日当が支払われ
ます。
　呼出状が届く確率は11，000分の1と言われており、裁判員
に選ばれる率はさらに6／70で、128，333分の1ということに
なります。年末ジャンボ宝くじを100枚連番で購入した場合の
1等当選確率が20万分の1と言われてますから、相当な確率
ですが、私の親しい友人2人が裁判員を既に経験していま
す。その方々からお話を聞くと、裁判所では法服を着て裁判
官と一緒に法廷で記念撮影という特典があるそうです。
　このような裁判員制度は、国民が裁判官の密室での合議
内容を知り、司法に関わる機会を得ることができる点で、大
きな意味があります。弁護士や検察官が、国民に分かりやす
い法廷活動を心がけるようになる効果もあります。他方で、選
任手続に時間が掛かるため、裁判が長期化し、裁判員を長期
間拘束できないため、裁判手続は短期集中で行わなければ
ならないため、被告人や弁護人の負担が大きいという問題が
あります。また、通常国民は犯罪に対して重罰意識が強いた
め、どうしても量刑が重くなっていく傾向があります。また、国
民と接する刑事裁判官に優秀な人材が充てられ、民事裁判
官の質が低下するという問題もあります。
　私たちが、このような裁判員裁判の意義と問題点をよく理
解した上で、制度を生かし、拡充していく議論をすること〔例
えば、贈収賄事件にも対象を広げるとか、行政訴訟にも導入
を求めるなど〕は大切なことだと思います。

24 4 1 24

・出席報告（1月17日）

■　第23回例会の記録（1月17日）
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■　本日のプログラム（1月24日）

12:30

13:00

点 鐘
会 食
ロータリーソング
ゲスト・ビジターの紹介
会 長 の 時 間
出　席　報　告
幹　事　報　告
委 員 会 報 告
ニコニコタイム

会 　 長
会 　 長
出席担当
幹 　 事

河　野　　　聡
河　野　　　聡
菅　原　直　美
清　水　将　文
「関係委員会」
姫　野　勇　人

「それでこそロータリー」

「大分県のスポーツの未来について」 
　大分B-リングス　代表取締役　森 慎一郎様

ロータリーソング 【それでこそロータリー】

どこであってもやあと言おうよ

見つけた時にゃ

おいと呼ぼうよ

遠い時には手を振り合おうよ

それでこそ

ローローロータリー

＊ 今週のお祝い

結婚記念日 西岡　一雄会員（1月28日）



例会の予定

■ 1 月31日（月）

■ 2 月 7 日（月）

■ 2 月14日（月）

■ 2 月21日（月）

■ 2 月28日（月）

R財団補助金管理セミナー報告(ホルトホール408会議室）
坂本肇会員の卓話
ロータリー７つの重点分野学習
ゲスト卓話
次年度地区補助金プロジェクトの全員協議会

幹事報告

・2022-23年度　会長エレクトセミナー開催のご案内
　日時2022年3月12日㈯～13日㈰　会長エレクト 髙橋会員出席予定
・国際ロータリー第2720地区　国際奉仕部門   
　ベトナム新型コロンワクチン支援事業のご報告
・大分臨海ロータリークラブ50周年記念式典・祝賀会
　創立50周年記念講演会のご案内
　記念講演会　2022年5月15日㈰　13時開場／14時開演   
　iichiko　音の泉ホール　講師：吉岡　秀人先生（小児外科医）   
　記念式典・祝賀会　2022年5月15日㈰　18時～   
　ホテル日航大分　オアシスタワー5F
・はばたき学園さんより、学園HPへ先日の交流会の写真を掲載
　しています。

職業奉仕の卓話　/　年男年女　今年の抱負 （1月17日）

・菊池武司会員より職業奉仕WEBセミナーの報告を行いました
・年男年女の卓話　藤本保会員・宿利美穂会員より行いました。
2022年寅年　　年男～今年の抱負～　　　　　藤本　保
　私は、昭和25年（1950年）1月9日生まれで、新年早々に誕生日がやって来ます。つい先日72歳になりました。多くの方々から今年も
誕生日の祝いをしてもらいました。幸いにも健康には恵まれ、意気揚々としています。
　今年は十二支でいうと「寅年」、十干（じっかん）では「壬（みずのえ）」となり、干支（えと）では「みずのえとら」となります。
この「壬寅（みずのえとら）」は、「新しく立ち上がる」「生まれたものが成長する」という意味があるのだそうです。
　ここ2年間はコロナ禍に振り回され、今や「オミクロン株」による第6波が始まり大流行の兆しです。南アフリカ、ロンドンの流行か
ら重症化はしそうにないという安心できる情報もあり、そうであってほしいと願うばかりです。この新興感染症は、我々医療界、とり
わけ小児医療には非常に大きな影響を与え、大きな変革をもたらしつつあります。もちろん全ての業界にも、取り分け観光業界や飲食
業はさらに重大な影響をもたらしているのではと推察しています。
　私は、毎年年頭にあたりその年の総目標を示し、全職員に対して総目標の下にそれぞれの具体的行動目標を立て、各々が具体的に実
践することにより総目標が実現達成することを求めています。今年は、総目標を『原点回帰』としました。原点は、病院のコンセプト
である「子どもとその家族の健康と幸せのために奉仕する」の理念のもとに全てのヒトに『安心と満足に感動』を与えることです。
真に大きな安心とは何か、本当に安心を提供しているだろうか、満足してもらえているだろうか、そして、その安心と満足は感動にま
で達しているだろうか、今一度再評価し、より質の高い安心と満足を提供し、その結果として大いなる感動をもたらすものにしようと、
年頭所感の中で自分を含め職員たちに呼びかけました。この呼びかけに呼応して職員みなが「新しく立ち上がり」それぞれの具体的行
動目標の実現により成果が生まれ、「多くの生まれたものが大きく成長」してほしいと願っております。
　原点回帰とは今までのもの、やり方に固執するということではありません。全く新しいものが、新たな方法で具現化されることであ
ってほしいと思っています。それはつまり、いわゆるイノベーションであると思います。イノベーションの実現には、過去の成功体験
にとらわれないこと、失敗を恐れず果敢にチャレンジすることが必要です。このことをここ数年言い続けてきましたが、なかなか実行
の緒につきませんでした。昨夏には病院の組織を大きく機構改革することができましたので、昨年は当院にとってイノベーション元年
ということができると思っています。新しいシステムが今年の干支にちなんで大きく成長してほしい、きっと大きく成長するに違いな
いと信じています。システムが変わると、職員みなの意識、行動が変わることを実感しています。このような時であるからこそ、原点
に立ち戻ることの重要性と必要性をより強く認識します。
　今年は6巡目の年男です。今までに増して精力的に活動しようと決意しました。悲しいことに体力の衰えを認めざるを得ません。
今年の抱負として、体力増強、「信念、情熱、誠意」のモットーを貫き、充実した1年にしようと思っています。意欲的にあらゆること
に取り組む所存です。意気軒高、乞うご期待、今年もよろしくお願いします。

卓話の時間

理事会報告

議題１、会計より半期決算報告　承認
議題２、松川大介会員の歓迎会について　承認
　コロナ禍、また後日詳細お知らせします。
議題３、1月・2月プログラム確認
・1/31（月）ホルトホール408会議室　
・2/14（月）ロータリー7つの重点分野学習として、
　　　　　　日出ＲＣ加賀山様へ卓話依頼予定
・2/21（月）ゲスト卓話　陽はまたのぼる
　　　　　　専務取締役　花苑泰樹様
・2/28（月）次年度地区補助金プロジェクトの全員協議会
　　　　　　進行　R財団委員長、会長エレクト予定
議題４、３月・4月プログラムについて　承認
　3月プログラム
　3 / 7（月）次年度地区補助金プロジェクト全員協議会(2)
　3/14（月）創立記念例会　場所：割烹にしおか
　3/21（月）祝日休会
　3/28（月）ＰＥＴＳ報告（髙橋会長エレクト）コンパル昼例会
　4月プログラム
　4 / 4（月）ゲスト卓話
　4/11（月）職場例会 
　4/18（月）会員卓話
　4/25（月）次年度組織発表　コンパルホール昼例会

1月17日（月）13：35～14：00

（河野、清水、髙山、大木、髙野、門脇、吉田）

ニコボックス

★河野　聡会長（1口） 
クラブ下半期への皆様のご指導ご鞭撻をお願いして1口します。
★髙山　泰四郎会員（2口）
①私の末娘の主人は、韓国出身ですが、このたび日本の自動車免許証を取りました。（1口）
②併せて、義息の就職も決まりました。日出町の社会福祉事業の会社です。永続きしますように願って。（1口） 
★髙野　太会員（1口） 
佐方会員の発行する建設情報紙「週刊WORKS(ワークス）」にてコラムのご依頼を頂き、先日その第一話を寄稿させて頂きま
した。心より感謝申し上げます。
★阿南　亜由美会員（5口）
本日、無事にオープンを迎える事ができました。お祝いありがとうございました。   
出席して直接御礼を伝えたかったのですが、叶わずすみません。感謝の気持ちを込めて5口させて頂きます。


